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第
２
次
帯
広
市
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
く
「
食
育
」
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
効
果
を
検
証
し
、
第
３
次
計
画
策
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

帯
広
市
で
の
食
育
の
推
進

　

食
育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通

じ
て
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
情
報

を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
生
涯
に

わ
た
り
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る

人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

国
は
、
平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
を

制
定
し
、
翌
年
３
月
に
食
育
推
進
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
帯
広
市
で
も
平
成
19

年
に
帯
広
市
食
育
推
進
計
画
（
平
成
19

～
23
年
度
）
を
、
平
成
24
年
に
は
、
第

２
次
帯
広
市
食
育
推
進
計
画
（
平
成
24

～
28
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の

食
育
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
食
育
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
ほ
か
、
食
育
レ
シ

ピ
の
作
成
や
、
小
中
学
校
で
十
勝
・
帯

広
の
新
鮮
で
安
心
な
食
材
を
使
っ
た
ふ

る
さ
と
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
の
食
育
活
動
に
対
し
、
食
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
持
つ
講
師
を
派
遣
す

る
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
運
用

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

市
民
の
食
育
の
実
践
度
な
ど
を
把
握

し
、第
３
次
計
画
（
平
成
29
～
33
年
度
）

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
食
育

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

◆
対
象

・
20
歳
以
上
の
市
民
（
３
０
０
０
人
）

・�

市
内
全
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

（
合
計
２
８
３
０
人
）

◆
期
間

・
平
成
27
年
11
月
13
日
～
12
月
18
日

◆
回
答
数
（
回
答
率
）

・
20
歳
以
上
の
市
民

　

１
２
７
６
人
（
42
・
５
％
）

・�

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

　

２
６
２
４
人
（
92
・
７
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
傾
向

　

平
成
22
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

と
今
回
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
野
菜

を
１
日
３
回
食
べ
る
人
の
割
合
や
食
育

に
関
心
を
持
つ
人
の
割
合
が
増
加
し
ま

し
た
（
図
②
、
⑤
）。
ま
た
、
朝
食
を

欠
食
す
る
20
歳
以
上
の
市
民
の
割
合
が

減
少
し
、
第
２
次
計
画
策
定
時
に
設
定

し
た
平
成
28
年
度
ま
で
の
目
標
値
を
達

成
す
る
（
図
①
）
な
ど
、
全
体
的
に
こ

れ
ま
で
の
食
育
の
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、小
中
学
生
で
は
、朝
は
「
食

欲
が
な
い
」「
時
間
が
あ
ま
り
な
い
」

「
食
べ
る
習
慣
が
な
い
」
な
ど
の
理
由

で
、
朝
食
を
欠
食
す
る
割
合
が
増
加
し

ま
し
た
（
図
①
）。子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
に
も
朝
食
の
重
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
食
事
を
家
族
な
ど
と
一
緒

に
食
べ
る
割
合
が
減
少
し
て
い
る
（
図

④
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
様
化
す
る
社

会
環
境
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
更
な
る
食

育
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
今

後
も
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と
捉
え
て

い
ま
す
。

第
３
次
計
画
策
定
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み

　

市
の
関
係
各
課
で
構
成
さ
れ
た
庁
内

策
定
委
員
会
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
、
国
や
道
が
策
定
し
て
い
る

食
育
計
画
の
重
点
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

新
た
な
計
画
の
方
針
、
施
策
を
検
討
し

ま
す
。
こ
の
他
に
、
食
育
に
関
係
す
る

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
や
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

の
手
続
き
を
経
て
、
平
成
29
年
３
月
に

第
３
次
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

食
育
へ
の
関
心
が
向
上

農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
59
・
２
３
２
３
）

問
い
合
わ
せ

平
成
27
年
度
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
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⑤ 食育に関心を持っている市民の割合
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⑦ 地元の農畜産物をよく使う市民の割合
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④ 食事を家族などと一緒に食べる児童・生徒の割合
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⑥農業（畑作・酪農）体験をしたことのある市民の割合

小学６年生 中学３年生 20歳以上

達成！達成！

90％以上90％以上 90％以上90％以上 75％
以上
75％
以上

89.0％89.0％ 86.4％86.4％

69.3％69.3％
96.3％96.3％ 88.6％88.6％

70.8％70.8％

0％

20％

40％

60％

80％

100％

H22 H27 目標値 H22 H27 目標値 H22 H27 目標値

③ 牛乳・乳製品を週５日以上摂る市民の割合
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② 野菜を1日3回食べる市民の割合
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① 朝食を欠食する市民の割合
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達成！達成！

図  食育アンケートの結果

十勝産食材を使ったピザづくり

平成22年度
平成27年度
第2次計画の目標値

グラフの
凡例

第2次帯広市食育推進計画の

基本方針
①食を通じて
　　健全な「身体」を育む
②食を通じて
　　豊かな「心」を育む
③食を通じて
　　元気な「地域」を育む

搾乳体験

第25回「十勝・マイナー校」　福井豊氏（北海道シープ・ブリーディング・サービス）による「徳と得」をテーマに講演を行う。　日７月10日（日）、
15時～16時　場とかちプラザ（西４南13）　問北海道シープ・ブリーディング・サービス代表福井（☎42・5195）�


